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1. 2022年3月期第3四半期の連結業績（2021年4月1日～2021年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期第3四半期 17,320 9.2 730 112.9 791 88.7 488 △8.8

2021年3月期第3四半期 15,856 ― 342 ― 419 ― 535 ―

（注）包括利益 2022年3月期第3四半期　　710百万円 （―％） 2021年3月期第3四半期　　55百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期第3四半期 64.00 ―

2021年3月期第3四半期 70.30 ―

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、2021年３月期第３四半期
に係る各数値については、当該会計基準等を遡って適用した後の数値となっております。これにより、2021年３月期第３四半期の対前年同四半期増減率は記載
しておりません。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2022年3月期第3四半期 36,902 19,870 47.4

2021年3月期 33,623 19,252 50.6

（参考）自己資本 2022年3月期第3四半期 17,501百万円 2021年3月期 17,027百万円

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、2021年３月期に係る各数
値については、当該会計基準等を遡って適用した後の数値となっております。

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年3月期 ― 9.00 ― 6.00 15.00

2022年3月期 ― 8.00 ―

2022年3月期（予想） 6.00 14.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2022年 3月期の連結業績予想（2021年 4月 1日～2022年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 21,600 2.6 740 58.0 810 41.6 520 △4.1 68.05

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（注）詳細は、添付資料Ｐ．７「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご覧ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期3Q 8,258,322 株 2021年3月期 8,258,322 株

② 期末自己株式数 2022年3月期3Q 611,547 株 2021年3月期 629,147 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年3月期3Q 7,639,735 株 2021年3月期3Q 7,623,662 株

（注）自己株式数については、「株式給付信託（BBT）」制度に係る信託財産として、株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）が所有している当社株式を含め
て記載しております。

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ．２「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関
する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、引き続き新型コロナウイルス感染症の影響による制約を受け

ておりますが、緊急事態宣言及びまん延防止等重点措置が解除されるなど、経済活動にも持ち直しの動きがみられ

ております。しかし、新たな変異株により感染が再拡大するなど、当面は不透明な状況が続くと見込まれます。

このような状況のもと、当社グループは、昨年から引き続き新型コロナウイルス感染防止のため、集合形式の会

議、研修、出張及び懇親会等の開催の原則禁止、在宅勤務及び時差出勤等を推進し、感染リスクの低減を図りなが

ら営業活動を維持してまいりました。

新型コロナウイルス感染拡大の影響による当社グループの業績への影響は避けられないものの、当連結会計年度

を最終年度とする中期経営計画『Vision2021・新たな発展を目指して』で掲げる、北関東地区の新倉庫や海外倉庫

の安定稼働、集荷強化等による既存事業の拡大・強化、新倉庫建設やＡＳＥＡＮ地区への投資等の成長に向けた戦

略的投資については、進捗の遅れはあるものの、当初の予定どおり取り組んでおり、2021年11月に神奈川県横浜市

に新倉庫を開設いたしました。

当第３四半期連結累計期間においては、国内物流事業では貨物の保管高が依然として低調に推移しております

が、神戸港での港湾運送業務については海外の景気回復もあり、一昨年の取扱いを超える水準まで回復いたしまし

た。また、国際物流事業についても貨物の取扱いが堅調に推移したことにより、営業収益は前年同期を上回る結果

となりました。営業利益、経常利益についても前年同期を上回りましたが、親会社株主に帰属する四半期純利益に

ついて、前年同期は特別利益に受取補償金を計上したこともあり、前年同期を下回りました。

その結果、当第３四半期連結累計期間の営業収益は前年同期比9.2％増加の17,320百万円、営業利益は前年同期

比112.9％増加の730百万円、経常利益は前年同期比88.7％増加の791百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益

は前年同期比8.8％減少の488百万円となりました。

　セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

①国内物流事業

国内物流事業においては、貨物の保管高が低調に推移した他、前期に売却した子会社の影響もありましたが、貨

物の入出庫高が回復してきており、また神戸港での港湾運送業務は一昨年の取扱いを超える水準まで回復した影響

もあり、営業収益は前年同期を上回りました。セグメント利益についても、港湾運送業務の増加、再保管費用や荷

役用具費の減少等により、前年同期を上回りました。

その結果、営業収益は前年同期比1.5％増加の13,827百万円、セグメント利益は前年同期比23.7％増加の1,117百

万円となりました。

②国際物流事業

国際物流事業においては、輸出入貨物の増加、新規荷主の獲得及び海上運賃マーケットの変動の影響等により営

業収益は増加し、セグメント利益についても輸出入貨物の増加や海外子会社の業績が堅調に推移したこともあり、

前年同期を上回りました。

その結果、営業収益は前年同期比65.5％増加の3,208百万円、セグメント利益は194百万円（前年同期はセグメン

ト損失16百万円）となりました。

なお、不動産の賃貸事業及び物流資材の販売事業並びに太陽光発電の売電事業等のその他事業は、営業収益は前

年同期比14.5％減少の296百万円、セグメント利益は前年同期比2.4％増加の178百万円となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、神奈川県横浜市に新設した倉庫等により有形固定資産が増加し、前連

結会計年度末に比べ3,279百万円増加し36,902百万円となりました。

当第３四半期連結会計期間末の負債合計は、新規借入れによる短期借入金及び長期借入金の増加、新設した倉庫

にかかる資産除去債務の計上により前連結会計年度末に比べ2,660百万円増加の17,032百万円となり、また、当第

３四半期連結会計期間末の純資産は、親会社株主に帰属する四半期純利益による利益剰余金の増加、円安の影響に

よる為替換算調整勘定及び非支配株主持分の増加により、前連結会計年度末に比べ618百万円増加の19,870百万円

となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　連結業績予想については、2021年９月14日に公表しました業績予想に変更はありません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,014,719 4,140,032

受取手形、営業未収入金及び契約資産 3,150,455 3,991,289

その他 766,571 1,121,882

貸倒引当金 △332 △439

流動資産合計 8,931,413 9,252,766

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 9,061,088 11,692,687

機械装置及び運搬具（純額） 1,343,663 1,686,075

工具、器具及び備品（純額） 127,421 132,620

土地 6,238,643 6,273,497

リース資産（純額） 860,968 862,036

建設仮勘定 1,909,068 1,908,017

有形固定資産合計 19,540,853 22,554,933

無形固定資産

港湾等施設利用権 1,897,534 1,897,534

その他 782,126 763,305

無形固定資産合計 2,679,661 2,660,839

投資その他の資産

投資有価証券 1,147,177 1,105,324

長期貸付金 2,433 1,978

繰延税金資産 44,798 36,565

退職給付に係る資産 174,348 155,629

差入保証金 731,502 775,417

その他 375,127 363,093

貸倒引当金 △3,600 △3,600

投資その他の資産合計 2,471,788 2,434,408

固定資産合計 24,692,302 27,650,182

資産合計 33,623,716 36,902,948

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び営業未払金 1,563,720 1,756,662

短期借入金 1,033,425 1,168,200

リース債務 80,581 90,580

未払法人税等 44,138 188,589

賞与引当金 277,736 82,847

役員賞与引当金 1,178 842

その他 411,094 429,693

流動負債合計 3,411,875 3,717,415

固定負債

長期借入金 8,026,322 9,865,745

リース債務 310,542 315,752

繰延税金負債 177,501 181,809

役員株式給付引当金 76,002 74,957

退職給付に係る負債 1,090,670 1,149,357

資産除去債務 － 446,593

その他 1,278,429 1,280,706

固定負債合計 10,959,468 13,314,921

負債合計 14,371,343 17,032,337

純資産の部

株主資本

資本金 2,108,000 2,108,000

資本剰余金 1,898,242 1,898,242

利益剰余金 13,386,529 13,766,960

自己株式 △569,091 △552,578

株主資本合計 16,823,680 17,220,624

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 353,461 288,910

繰延ヘッジ損益 △12,449 △29,248

為替換算調整勘定 △213,800 △40,574

退職給付に係る調整累計額 76,503 61,575

その他の包括利益累計額合計 203,714 280,663

非支配株主持分 2,224,977 2,369,323

純資産合計 19,252,372 19,870,610

負債純資産合計 33,623,716 36,902,948
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年12月31日)

営業収益 15,856,099 17,320,012

営業原価 13,824,186 14,912,936

営業総利益 2,031,913 2,407,075

販売費及び一般管理費 1,689,020 1,677,070

営業利益 342,893 730,005

営業外収益

受取利息 63,997 47,539

受取配当金 24,699 25,197

不動産賃貸料 10,300 10,480

その他 25,094 20,700

営業外収益合計 124,091 103,918

営業外費用

支払利息 44,631 42,249

為替差損 2,811 －

営業外費用合計 47,443 42,249

経常利益 419,540 791,673

特別利益

固定資産売却益 7,895 5,416

投資有価証券売却益 0 －

ゴルフ会員権売却益 263 －

受取補償金 705,692 －

補助金収入 57,651 6,192

特別利益合計 771,503 11,609

特別損失

固定資産売却損 － 226

固定資産除却損 63,234 505

投資有価証券売却損 379 －

関係会社株式売却損 13,178 －

営業所閉鎖損失 185,443 －

環境対策費 13,528 240

システム開発中止に伴う損失 108,859 －

事務所移転費用 2,035 7,573

外国付加価値税等 － 5,917

その他 5,797 807

特別損失合計 392,457 15,270

税金等調整前四半期純利益 798,586 788,012

法人税、住民税及び事業税 246,482 228,697

法人税等調整額 5,043 51,584

法人税等合計 251,525 280,282

四半期純利益 547,060 507,729

非支配株主に帰属する四半期純利益 11,135 18,808

親会社株主に帰属する四半期純利益 535,924 488,920

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年12月31日)

四半期純利益 547,060 507,729

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 38,597 △64,551

繰延ヘッジ損益 △32,688 △16,798

為替換算調整勘定 △489,308 298,762

退職給付に係る調整額 △8,538 △14,927

その他の包括利益合計 △491,938 202,485

四半期包括利益 55,121 710,215

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 262,310 565,869

非支配株主に係る四半期包括利益 △207,188 144,345

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（「収益認識に関する会計基準」等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等を第

１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービス

と交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

これにより、一部の取引について、従来は、顧客から受け取る対価の総額を収益として認識しておりましたが、顧客へ

の財又はサービスの提供における当社グループの役割が代理人に該当する取引については、顧客から受け取る額から仕入

先に支払う額を控除した純額で収益を認識することとしております。

また、輸入一貫作業等の契約について、従来は入庫時に収益を認識しておりましたが、個別に識別した履行義務につい

て、個々の履行義務を充足し、サービスの支配が顧客に移転した時点で収益を認識する方法に変更しております。

当該会計方針の変更は、原則として遡及適用され、前年四半期及び前連結会計年度については遡及適用後の四半期連結

財務諸表及び連結財務諸表となっております。ただし、収益認識会計基準第85項に定める以下の方法を適用しておりま

す。

・前連結会計年度の期首より前までに従前の取扱いに従ってほとんどすべての収益の額を認識した契約について、比較情

報を遡及的に修正しないこと

この結果、遡及適用を行う前と比べて、前第３四半期連結累計期間の営業収益が1,054,138千円減少し、営業原価は

1,051,726千円減少し、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ2,411千円減少しております。ま

た、前連結会計年度の期首の純資産に累積的影響額が反映されたことにより、利益剰余金の前期首残高は39,240千円減少

しております。

収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示していた「受取

手形及び営業未収入金」は、第１四半期連結会計期間より「受取手形、営業未収入金及び契約資産」に含めて表示するこ

とといたしました。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」という。）等を

第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業会計基準

第10号 2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな会計方針

を、将来にわたって適用することといたしました。これによる四半期連結財務諸表に与える影響はありません。
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（単位：千円）

報告セグメント
その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３
国内物流 国際物流 計

営業収益

外部顧客への営業収

益
13,629,939 1,938,316 15,568,255 287,844 15,856,099 － 15,856,099

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － 58,769 58,769 △58,769 －

計 13,629,939 1,938,316 15,568,255 346,613 15,914,869 △58,769 15,856,099

セグメント利益又は

損失（△）
903,237 △16,732 886,505 174,661 1,061,166 △718,273 342,893

（単位：千円）

報告セグメント
その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３
国内物流 国際物流 計

営業収益

外部顧客への営業収

益
13,827,906 3,208,654 17,036,561 283,451 17,320,012 － 17,320,012

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － 12,963 12,963 △12,963 －

計 13,827,906 3,208,654 17,036,561 296,415 17,332,976 △12,963 17,320,012

セグメント利益 1,117,317 194,347 1,311,665 178,825 1,490,490 △760,485 730,005

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年12月31日）

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、太陽光発電による売

電事業、不動産の賃貸事業及び物流資材の販売事業等を含んでおります。

　　　２．セグメント利益又は損失の調整額△718,273千円には、各報告セグメントに配分していない全社

費用△712,126千円及びその他の調整額△6,146千円が含まれております。全社費用は、主に報

告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　　　３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年12月31日）

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、太陽光発電による売

電事業、不動産の賃貸事業及び物流資材の販売事業等を含んでおります。

　　　２．セグメント利益の調整額△760,485千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用

△759,043千円及びその他の調整額△1,441千円が含まれております。全社費用は、主に報告セ

グメントに帰属しない一般管理費であります。

　　　３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

　（収益認識に関する会計基準等の適用）

「会計方針の変更」に記載のとおり、第１四半期連結会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、

収益認識に関する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の測定方法を同様に変更し

ております。

これにより、従来の方法に比べて、前第３四半期連結累計期間の「外部顧客への売上高」は、「国内物

流」で1,048,942千円、「国際物流」で5,196千円減少しており、「セグメント利益」は、「国内物流」で

2,411千円減少しております。

- 8 -

川西倉庫（株）（9322）2022年３月期　第３四半期決算短信


